




































































































学生 Aの個人属性 : ①女、②大学 2 年、③セメス







































3 ︲ 2．学生 B


















































































3 ︲ 3．学生 C



































































































































































項目数の増減 学生 A 学生 B 学生 C
留学前 14 9 11
帰国後 5 8 5
差 ︲9 ︲1 ︲6
増減（%） ︲64.3% ︲11.1% ︲54.5%
表 2　学生 A の帰国後の振り返り
（留学前の異文化観の正否）
想起


























表 3　 学生 B の帰国後の振り返り
（留学前の異文化観の正否）
想起
項目 留学前の異文化観（重要度順位） 正否 クラスター

















表 4　 学生 C の帰国後の振り返り
（留学前の異文化観の正否）
想起






























































































































２） PAC 分析を使用した研究や PAC 分析の妥当
性と有効性を検証した研究も多くある（新舘・
松崎 , 2011 ; 濱川 , 2009 ; 八若 , 2007 ; 佐々木 , 
2012 ; 今野・池島 , 2007）。また統計処理の留意
点については小澤・丸山（2009）や小澤・坪根・
嶽肩（2011）を参照願いたい。
















４） 留学前における学生 A、学生 B、学生 Cの
想起項目名とクラスター名はスペースの関係
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